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◀
ブ
ー
ス
い
っ
ぱ
い
に
並
ん
だ
南
郷
ト
マ
ト

◀
お
い
し
さ
を
丁
寧
に
説
明
す
る
生
産
者

▶
Ｊ
Ａ
と
市
町
村
の
ト
ッ
プ
が
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

▶
新
鮮
野
菜
の
売
れ
行
き
は
好
調
で
し
た

　８
月
５
・
６
日
、
関
東

で
南
郷
ト
マ
ト
の
対
面
販

売
を
行
い
、
生
産
者
や
Ｊ

Ａ
職
員
な
ど
約
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
対
面
販
売

を
行
っ
た
の
は
、
関
東
の

ス
ー
パ
ー
８
店
舗
。
特
設

ブ
ー
ス
い
っ
ぱ
い
に
真
っ

赤
な
南
郷
ト
マ
ト
が
並

び
、
生
産
者
が
店
頭
に

立
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　「お
い
し
い
ね
」「
い
つ

も
買
っ
て
ま
す
よ
」
な
ど

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
産
者
自
身
も
自
ら

の
作
っ
た
ト
マ
ト
を
自
ら

販
売
す
る
こ
と
で
南
郷
ト

マ
ト
販
売
の
現
状
と
生
産

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
参
加
し
た
生
産
者
か

ら
は
「
行
っ
て
み
て
良

か
っ
た
。
ま
た
、
明
日
か

ら
も
が
ん
ば
ろ
う
！
」と
、

よ
り
一
層
強
い
生
産
へ
の

意
欲
を
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

〈
南
郷
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　渡
部

　裕
紀
〉

　８
月
17
・
18
日
、
千
葉
県
市
川
市
の

ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
で
「
会
津
よ
つ

ば
の
恵
み
農
産
物
直
売
会
」を
喜
多
方
市
・

西
会
津
町
・
北
塩
原
村
と
合
同
で
開
き
ま

し
た
。
長
谷
川
組
合
長
や
喜
多
方
市
長
、

西
会
津
町
長
、
北
塩
原
村
長
が
参
加
し
、

市
川
で
組
合
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
と
合
同
で

旬
の
お
い
し
さ
味
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
南
郷
ト
マ
ト
対
面
販
売
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会
津
の
農
畜
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
安
全
・
安
心
な
農

畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　会
津
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
主
要
園
芸
品
目

で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト

マ
ト
、
チ
ェ
リ
ー
ト
マ
ト
な
ど
、
地

元
産
の
新
鮮
野
菜
や
牛
肉
が
並
び
ま

し
た
。
会
津
産
の
材
料
で
夕
食
が
で

き
る
ほ
ど
の
農
畜
産
物
が
並
び
、
多

く
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　市
川
市
民
に
も
定
着
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
、「
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
き

た
」
と
い
う
お
客
様
が
多
く
い
ま
し

た
。

市
川
で
組
合
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
と
合
同
で

旬
の
お
い
し
さ
味
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
南
郷
ト
マ
ト
対
面
販
売
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▲アスパラ選果施設を視察する報道関係者

▲のぼり旗を手渡す長谷川組合長（右）

▲野菜を収穫する子ども▲手作りドレッシングでサラダ作りも
　体験した

　７
月
28
日
、
若
松
本
店
で
報
道
記
者
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
、Ｊ
Ａ

職
員
な
ど
約
20
名
が
参
加
し
、
情
勢
報
告
や
意

見
交
換
を
し
た
後
で
、
喜
多
方
市
の
Ｊ
Ａ
ア
ス

パ
ラ
選
果
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
か
ら
２
０
１
６
年
度
の
経
営
状
況
と
合

併
後
の
主
な
報
道
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
説
明
し
、

質
問
を
受
け
付
け
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

長
谷
川
組
合
長
は
「
合
併
後
、
部
会
が
一
つ
に

な
ろ
う
と
し
た
結
果
、
農
産
物
の
目
標
販
売
高

を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
市
場
拡
大
も

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
は
８
月
18
日
、
檜
枝
岐
村
で
行
わ
れ

た
「
檜
枝
岐
歌
舞
伎
」
で
、
の
ぼ
り
旗
を
贈

り
ま
し
た
。
村
内
の
「
千
葉
之
家
花
駒
座
」

に
よ
っ
て
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
、
当
日
は
Ｊ

Ａ
の
長
谷
川
組
合
長
が
座
長
に
の
ぼ
り
旗
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　小
道
具
や
服
装
も
一
つ
一
つ
手
作
り
で
、

伝
統
芸
能
を
地
元
の
人
が
後
世
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
歌
舞
伎
は
地
元
住
民

に
愛
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
観
光
客

に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
境
内
は
多
く
の

人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
拍
手
喝
采
が
起
き
ま

し
た
。

　７
月
27
日
と
８
月
８
日
に
、
管
内
の
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
に
農

業
体
験
学
習
「
会
津
の
魅
力
発
見
隊
！
」
を
会
津
若
松
市
で
開
催
し
、

両
日
合
わ
せ
て
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
が
実
施
す
る
事
業
の
一
環

で
、
地
元
の
産
物
や
地
域
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
狙

い
で
す
。

　１
回
目
は
キ
ユ
ー
ピ
ー
株

式
会
社
を
招
き
会
津
産
の
野

菜
を
使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

作
り
を
体
験
。
１
日
の
野
菜

摂
取
量
な
ど
を
、
実
際
に
サ

ラ
ダ
作
り
を
通
し
て
学
び
ま

し
た
。
２
回
目
は
夏
野
菜
の

収
穫
体
験
と
、
放
射
能
検
査

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　参
加
者
は
「
地
域
の
野
菜

や
放
射
能
検
査
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
勉
強
に

な
っ
た
」
と
大
満
足
の
よ
う

で
し
た
。

報
道
記
者
懇
談
会

　

  

ア
ス
パ
ラ
選
果
場
見
学

夏
休
み
に
会
津
を
体
験

　
　
　
　
　
　
小
学
生
が
農
業
体
験
学
習
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報
道
記
者
懇
談
会

　

  

ア
ス
パ
ラ
選
果
場
見
学

檜
枝
岐
歌
舞
伎
の
舞
台
へ

　
　
　
の
ぼ
り
旗
を
贈
る

夏
休
み
に
会
津
を
体
験

　
　
　
　
　
　
小
学
生
が
農
業
体
験
学
習

檜
枝
岐
歌
舞
伎
の
舞
台
へ

　
　
　
の
ぼ
り
旗
を
贈
る
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共
励
会
盛
大
に

せ
り
会
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

▲高性能なガス器具が並びました

▲エゴ草を煮詰めると、トロッとした液体になります

▲ビックリジャンボの管理を学ぶ生産者

▲最優秀賞の牛肉と共に

　女
性
部
協
議
会
は
８
月
２
日
、
会
津
坂

下
町
で
「
ば
ぁ
ば
の
伝
承
料
理
教
室
」
を

開
き
ま
し
た
。
約
30
名
が
参
加
し
、
エ
ゴ

を
メ
イ
ン
に
、
き
く
ら
げ
の
ク
ル
ミ
和
え

な
ど
昔
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
料
理
が
並

び
ま
し
た
。

　エ
ゴ
は
、
エ
ゴ
草
と
い
う
海
藻
に
水
を

入
れ
て
煮
詰
め
た
も
の
。
そ
れ
を
冷
蔵
庫

で
冷
や
せ
ば
ゼ
リ
ー
状
に
固
ま
り
、
三
倍

酢
や
味
噌
を
つ
け
て
食
べ
ま
す
。

　エ
ゴ
は
紫
色
が
基
本
で
す
が
、
銅
鍋
で

作
る
と
緑
色
に
、
エ
ゴ
草
を
天
日
干
し
に

す
る
と
白
色
に
な
り
ま
す
。
参
加
者
は
珍

し
い
三
色
の
エ
ゴ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　７
月
20
日
、
東
京
都
中
央
卸
売
食
肉
市

場
で
、
銘
柄
会
津
牛
振
興
協
議
会
主
催
に

よ
る
第
52
回
「
ふ
く
し
ま
会
津
牛
」
枝
肉

共
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
共
励
会
に

は
喜
多
方
市
長
や
Ｊ
Ａ
の
長
谷
川
組
合

長
、
生
産
者
な
ど
22
名
が
参
加
。
せ
り
前

に
は
買
参
人
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い

ま
し
た
。

　今
年
は
、
去
勢
19
頭
、
雌
５
頭
の
合
計

24
頭
を
上
場
し
、
相
場
が
低
迷
す
る
中
で

昨
年
を
上
回
る
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　７
月
27
日
、
会
津
美
里
町
で
、
初
め
て

４
地
区
合
同
の
イ
ン
ゲ
ン
現
地
指
導
会
を

開
き
ま
し
た
。
栽
培
技
術
の
統
一
を
図
る

た
め
管
内
か
ら
生
産
者
や
普
及
所
な
ど
57

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
は
今
年
、「
ビ
ッ
ク
リ
ジ
ャ
ン
ボ
」

の
普
及
拡
大
を
目
指
し
、
管
内
で
新
規
栽

培
者
の
指
導
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　参
加
者
は
「
い
ち
ず
」
の
ほ
場
、「
ビ
ッ

ク
リ
ジ
ャ
ン
ボ
」
の
ほ
場
、
会
津
で
初
め

て
露
地
灌
水
設
備
を
導
入
し
た
イ
ン
ゲ
ン

の
ほ
場
を
見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者

か
ら
栽
培
の
コ
ツ
や
独
自
の
取
り
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

　７
月
29
日
、Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
食
彩
館

う
ま
か
ん
べ
!!
」
で
「
合
併
１
周
年
記
念

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
感
謝
祭
」
を
開
き
ま
し
た
。
ガ

ス
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
小
型
給
湯
器
な
ど
ガ
ス

器
具
の
展
示
や
調
理
器
具
の
実
演
を
行

い
、多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　最
新
式
の
機
器
を
展
示
し
、先
着
限
定
・

台
数
限
定
セ
ー
ル
も
行
い
ま
し
た
。実
演
・

試
食
会
で
は
、「
ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
」

や
炊
飯
専
用
鍋
で
炊
い
た
「
豆
ご
は
ん
」

が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
地
元

キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

共
励
会
盛
大
に

せ
り
会
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

エ
ゴ
を
使
っ
て
伝
承
料
理

　
　
　
　女
性
部
協
議
会

管
内
全
域
か
ら
50
人
集
ま
る

　
　

 

イ
ン
ゲ
ン
現
地
指
導
会
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受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
（
地
区
）
敬
称
略

▽
最
優
秀
賞
＝(

株)

湯
浅
フ
ァ
ー
ム
（
い
い

で
地
区
）、▽
優
秀
賞
＝
佐
賀
久
人
（
あ
い
づ
地

区
）、(

株)

五
十
嵐
フ
ァ
ー
ム
（
い
い
で
地
区
）、

▽
優
良
賞
＝
遠
藤
好
夫
（
あ
い
づ
地
区
）、
小

沢
千
秋
（
い
い
で
地
区
）、
中
川
源
（
い
い
で

地
区
）、
中
川
幸
谷
（
い
い
で
地
区
）、
赤
崎
政

司
（
み
ど
り
地
区
）

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
感
謝
祭

最
新
ガ
ス
器
具
が
勢
揃
い

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
感
謝
祭

最
新
ガ
ス
器
具
が
勢
揃
い

管
内
全
域
か
ら
50
人
集
ま
る

　
　

 

イ
ン
ゲ
ン
現
地
指
導
会

エ
ゴ
を
使
っ
て
伝
承
料
理

　
　
　
　女
性
部
協
議
会
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▲南郷トマトを使ったハンバーガー

指導を受ける学生と生産者▶

▲絆の生まれる研修でした

▲乳酸菌を注入しながら刈り取り後すぐに
　包装する便利な機械

　㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
は
８
月
19
〜
27
日
ま
で
、
県
内
で

「
モ
ス
の
産
直
野
菜
フ
ェ
ス
タ
」を
行
い
ま
し
た
。
震
災
後
の「
風

評
被
害
」払
拭
に
向
け
た
企
画
で
、今
年
で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　期
間
中
は
、「
南
郷
ト
マ
ト
」を
使
っ
た
期
間
限
定
の
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
が
県
内
の
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
全
店
舗
で
販
売
さ
れ
、
既
存
の

メ
ニ
ュ
ー
に
使
う
ト
マ
ト
も
南
郷
ト
マ
ト
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

18
日
に
は
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
の
店
長
を
対
象
に
南
会
津
町
で
収
穫

体
験
も
行
い
ま
し
た
。「
南
郷
ト
マ
ト
」
は
通
常
、
関
東
圏
の
モ

ス
バ
ー
ガ
ー
に
出
荷
さ
れ
ま
す
が
、「
福
島
県
民
の
日
」
に
あ
わ

せ
て
「
南
郷
ト
マ
ト
」
入
り
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
地
元
で
味
わ
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
注
文
し
た
利
用
客
は
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
贅
沢
に
食
べ
ら
れ
て
お
い
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　８
月
１
〜
７
日
ま
で
、
い
い
で
地
区
で
明
治
大
学

農
学
部
食
糧
環
境
政
策
学
科
の
学
生
に
よ
る
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
実
際
に

農
家
に
滞
在
し
、
農
業
の
実
態
を
体
験
し
ま
し
た
。

　こ
の
研
修
は
今
年
で
15
回
目
を
迎
え
、
稲
作
や
野

菜
、
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
を
す
る
農
家
が
体
験
を
受
け

入
れ
、
学
生
は
葉
タ
バ
コ
や
夏
野
菜
の
収
穫
・
出
荷

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
日
常
と
は
全

然
違
う
体
験
の
連
続
で
、
生
産
者
と
消
費
者
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
成
果
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。〈

い
い
で
地
区
本
部
・
三
浦
崇
〉

　Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
の
子
会
社
で
あ
る
㈱
Ｊ

Ａ
み
ど
り
フ
ァ
ー
ム
は
、会
津
坂
下
町
の「
会

津
坂
下
農
地
利
用
協
議
会
」と
連
携
し
、ホ
ー

ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
生
産
を
行
っ
て

い
ま
す
。
神
奈
川
県
に
本
社
を
置
く
有
限
会

社
コ
ー
シ
ン
フ
ァ
ー
ム
に
全
量
出
荷
し
、
水

田
を
活
用
し
た
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
同

協
議
会
は
、
昨
年
設
立
。
作
業
は
会
員
や
み

ど
り
フ
ァ
ー
ム
の
社
員
が
行
い
ま
す
。
ホ
ー

ル
ク
ロ
ッ
プ
用
に
栽
培
す
る
品
種
は
、
出
穂

が
早
い
、
た
か
ね
み
の
り
、
秋
田
こ
ま
ち
、

ひ
と
め
ぼ
れ
。
栽
培
品
種
を
複
数
に
す
る
こ

と
で
、刈
取
り
時
期
を
ず
ら
し
て
収
穫
で
き
、

手
間
を
分
散
し
て
い
ま
す
。

　同
協
議
会
会
長
の
玉
川
数
男
さ
ん
は
「
夏

に
刈
り
取
る
こ
と
で
、秋
作
業
が
楽
に
な
る
。

今
後
は
主
食
米
栽
培
ば
か
り
で
な
く
、
非
主

食
米
栽
培
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
ま
し
た
。

南
郷
ト
マ
ト
Ｐ
Ｒ

　

 

　
　県
内
モ
ス
全
店
で
限
定
販
売

明
大
生
農
家
体
験

い
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で
地
区
で
11
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受
け
入
れ
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夏
休
み
！
子
ど
も
た
ち
の
販
促
体
験

み
な
み
地
区
で
子
供
タ
ウ
ン

農
青
連
が
入
賞
者
表
彰

オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

▲おいしい料理とイベントで、大変盛り上がりました

▲子どもたちの笑顔で華やぐ店内

▲目録を手渡す㈱みどり石田社長（右から２番目）と
　会津坂下町長（右）

▲入賞した子どもたち。おめでとう！

　Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
の
子
会
社
で
あ
る
㈱

み
ど
り
は
、
会
津
坂
下
町
に
対
し
、
テ
ー

ブ
ル
12
台
と
い
す
１
０
５
脚
を
寄
付
し
ま

し
た
。
８
月
８
日
に
は
㈱
み
ど
り
の
石
田

社
長
や
坂
下
支
店
の
五
十
嵐
支
店
長
な
ど

が
会
津
坂
下
町
長
を
訪
れ
、
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　同
町
が
運
営
す
る
「
会
津
西
部
斎
苑
」

で
は
、
親
族
は
畳
の
部
屋
で
過
ご
し
て
い

た
た
め
、
高
齢
者
に
も
過
ご
し
や
す
い
場

所
に
し
よ
う
と
寄
付
を
決
定
し
ま
し
た
。

　石
田
社
長
は
、「
地
元
の
企
業
と
し
て
、

地
域
に
貢
献
す
る
責
任
が
あ
る
。
有
効
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　青
年
連
盟
猪
苗
代
支
部
は
、
猪
苗
代
町

で
開
か
れ
た
「
オ
ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
」
の

一
環
で
、「
農
村
藝
術
大
会
〜
農
の
風
景

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
〜
」
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
の
こ
ど
も
園
・
保
育
園
か
ら
小
学
生

ま
で
公
募
し
、
入
賞
者
を
８
月
５
日
の
オ

ハ
ラ
☆
ブ
レ
イ
ク
の
会
場
内
で
表
彰
し
ま

し
た
。

　応
募
さ
れ
た
作
品
は
す
べ
て
会
場
内
に

展
示
し
、
鑑
賞
す
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
同
支
部
の
國
井
委
員
長
は
「
子
ど
も

た
ち
の
目
線
か
ら
農
の
風
景
を
描
く
こ
と

で
、
猪
苗
代
に
好
印
象
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　猪
苗
代
地
区
の
年
金
友
の
会
は
、
７
月

26
日
、
福
島
市
の
摺
上
亭
大
鳥
で
年
金
友

の
会
の
総
会
を
開
き
、
猪
苗
代
町
内
６
地

区
の
年
金
友
の
会
会
員
２
３
３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　総
会
は
地
区
ご
と
に
開
催
し
、
す
べ
て

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
は
、
合

併
１
周
年
記
念
の
集
い
と
し
て
、
生
バ
ン

ド
の
演
奏
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
最
高
齢
の

会
員
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
合

同
開
催
に
よ
り
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
猪
苗
代
中
央
支
店
・
鈴
木
康
弘
〉

　８
月
８
日
、
南
会
津
の
子
ど
も
た
ち
が

埼
玉
県
で
野
菜
の
対
面
販
売
を
行
い
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
主
催
の
「
子
供
タ
ウ
ン
ふ
れ
あ

い
の
旅
」
の
一
環
で
、Ｊ
Ａ
の
「
会
津
産

直
事
業
」
で
出
荷
提
携
を
結
ぶ
関
東
の

ス
ー
パ
ー
「
ヤ
オ
コ
ー
」
川
越
南
古
谷
店

を
訪
問
。
特
設
コ
ー
ナ
ー
の
前
で
、
来
店

さ
れ
た
お
客
様
に
接
客
を
行
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
に
つ
ら
れ
、

多
く
の
お
客
様
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
店
舗
か
ら
も
「
認
知
度
が
高

く
、
子
ど
も
た
ち
と
話
す
の
を
楽
し
み
に

来
店
す
る
人
も
い
る
」
と
大
変
好
評
な
企

画
で
す
。

２
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
て
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